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め、多くの国で左派 が樹立された。その例としてべネスエラのチャベス政権、アルゼンチンのキルチネル政権 ブラジルのルーラ政権、ボリビアのモラレス政権などが有名である。このような政治変化をもたらした要因は、新自由主義改革への反動として説明されることが多い。特に急激かつ徹底的な民営化は成果に乏しく、不満が募る結果に至ったという。つまり、大き 犠牲を らった改革の結果として期待された経済成長は
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































おけるイデオロギーを対象としている点で対をなしている。一方は、国民の民主主義 対する考え方・価値観が、他方では、政治家のイデオロギーが、民 主義国での権力構造に影響を与えて行くであろう。本稿の事例 今後の発展途上国、ラテンアメリカ政治経済研究におけるイデオロギー面での一石になれば幸いである。（ひ
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